
担当 電話

（出資割合 ）

① ② ③

〒 電話

（詳細については事業評価シート参照）

[No.]　[主要事業名]　（該当ページ）　

[設立・出資目的と当該事業との具体的な関連性]

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

÷ 総支出

(3)主要事業の有効性 （出資・設立目的に対して事業効果は、十分出ているか）

(4)主要事業の質・量 （出資・設立目的の達成のために、必要十分な事業が実施されているか）

役員 10歳代 10 年
常勤理事 20歳代 17 年
常勤監事 30歳代 0
非常勤理事
非常勤監事 理事長

職員
常勤管理職
常勤一般職
非常勤職員

0 0 0 0

本市派遣プロパー その他

出ていない

H30.4.1時点

実施されている □一部見直す必要がある □

H31.4.1時点
77
75

H30.6

24 27

0

8 職員総数の推移(人)

歳

1
4

(2)総支出に占める事業支出割合 99.7%

評価

令和2年4月1日現在(単位：人)

理由

代表権のある役員の
就任年月

役員の任期

札幌市内の事業所から排出される一般廃棄物及び再生可能品の収集運搬と、分別リサイクルを通じて、
事業系廃棄物の適正・効果的な処理、資源化の推進を実現している。また、剪定枝等処理事業に関する
調査研究などの調査啓発事業や技術開発に取り組むことで、事業系廃棄物の適正な処理体制の確立に向
けた先導的役割を果たしており、廃棄物行政や地域社会へ貢献する十分な事業が実施されている。

実施されていない

評価

(主要事業支出合計 7,545,439千円 7,566,953千円)

十分出ている ■高める余地あり

0

理由

本市OB

３　団体職員・構成員等

■

40,000千円

平成２年(1990年）４月１日

　消費活動や事業活動の活発化に伴い、
廃棄物が急増し、民間で適正処理するこ
とが困難な廃棄物が存在することから、
事業者処理責任の原則を崩さずに、事業
系廃棄物の適正処理と減量、リサイクル
を推進するために設立された。
　廃棄物の収集運搬及び再資源化等の処
理に関する事業等を行うことにより、清
潔で快適な都市環境の確保と資源循環型
社会の推進を図り、地域社会の発展と地
球環境の保全に寄与することを目的とし
ている。

011-211-2906松永

代表者 理事長（常勤）　浦屋　　謙（市ＯＢ）

平均年齢

本市のごみ埋立地の延命化・資源の有効利用促進を図
るため、不燃用プリペイド袋から資源物の選別・再資
源化

剪定枝などの生木の破砕、チップ化により資源の有効
活用に寄与

0

□□

事業系一般廃棄物の収集運搬の他、ごみ資源化工場等５施設の運営管理などを通じ、都市廃棄物の適正
処理と減量・リサイクルの推進に大きな役割を果たしている。その上で、循環型社会実現のため、これ
まで以上に安定的な廃棄物処理を継続できるよう新たなリサイクル技術の研究開発など、今後も事業展
開していく必要がある。

令和２年度　出資団体評価シート
１　基本情報

団体名 （一財）札幌市環境事業公社

設立年月日

設立・出資目的

基本財産

所管課

記入者

平成２年(1990年）４月２日

本市出資額

出資年月日

平成２年

平成６年

平成10年

平成21年

平成24年

20,000千円 50.0%

環境局環境事業部総務課

060-0031 011-219-5353

ごみ資源化工場ほか施設管理事業（受託事業）
（9ページ）

びん・缶・ペットボトル選別事業（自主・受託事
業）（8ページ）

大型ごみ収集センター管理運営事業（受託事業）
（10ページ）

不燃用プリペイド袋リサイクル事業（自主事業）
（12ページ）

中沼プラスチック・雑がみ選別センターを適正に管理
し、容器包装プラスチック及びごみのリサイクルを推
進

資源選別センターにおいて、事業系資源物の資源化
（自主）、家庭ごみのびん・缶・ペットボトルの選別
（受託）

大型ごみ戸別有料収集の円滑な業務遂行

(1)

調査啓発事業（自主事業）（7ページ）

剪定枝等処理事業（自主事業）（14ページ）

事業系ごみ収集運搬事業（自主事業）
（11ページ）

中沼プラスチック・雑がみ選別センター施設管
理事業（受託事業）（13ページ）

団体所在地

２　実施事業

沿
革

財団法人札幌市環境事業公社設立

事業系ごみ収集運搬事業開始

びん・缶・ペットボトル選別事業開始

不燃用プリペイド袋リサイクル事業開始

一般財団法人（非営利型）に移行

資源の有効活用及び再利用の研究を進めるとともに、
リサイクル及び廃棄物の減量等に関する普及啓発に寄
与

事業系ごみのリサイクル促進のため、ごみ固形燃料の
生産・供給

主な出資者
札幌市 (50.0%) （一社団）札幌建設業協会 (25.0%) （一財）札幌市環境事業公社 (25.0%)

事業系一般廃棄物の収集運搬許可を有するのは当団体
のみであり、廃棄物の安定的かつ継続的な適正処理の
維持

札幌市中央区北１条東１丁目　サン経成ビル内

総数

9

76

50歳代
60歳代

プロパー職員の年齢構成
理事40歳代

10 0

1 1 0 監事

5
2

0

7 0

2
4

49.1

1 （一財）札幌市環境事業公社



※数字は団体決算ベース（金額単位：千円）

経常収益(a)

経常費用(b)

うち管理費等(c)

うち人件費(d)

評価損益等(e)

当期経常増減額(f)

当期一般正味財産増減額(g)

資産(h)

流動資産(i)

固定資産(j)

うち基本財産(k)

負債(l)

流動負債(m)

固定負債(n)

正味財産(o)

借入金残高(p)

R1年度決算の概要　

区分

a,b
f,g

h

l

※詳細は、別添の貸借対照表、正味財産増減計算書を参照。

※数字は札幌市決算ベース（金額単位：千円）

 市委託料

市業務委託料

うち随意契約

市指定管理費

うち非公募

（参考）再委託額

うち市業務委託分

再委託率

 損失補償等限度額

 損失補償契約等に係る債務残高

 （参考）市施設利用料金収入

うち非公募

(＋56)

４　財政状況

（経常収益比）

(0.4%) (＋2,689)

(5.7%) (＋3,928)

(▲ 28,734)

(▲ 74,644)

（前年比）

財
務
状
況

正
味
財
産
増
減
計
算
書

正
味
財
産
増
減
計
算
書

経
常
増
減

(100.0%)

(＋164,816)

(▲ 130,121)

(＋27,053)

貸
借
対
照
表

(＋34,695)

(0)

(＋26,934)

0

1,013,607

５　本市の財政的関与

（前年比）H30年度決算

(＋45,966)

(＋79,388)

(0)

(▲ 58,150)

(＋13,457)

(0)

(▲ 44,693)

0

2,291,045

 市貸付金

(48.3%)

(＋11,256)

(＋11,256)502,309

(0)

(0)

1,456,047

40,000

1,862,397 1,817,704

988,400

829,304

1,964,083

2,455,861

1,325,926

40,000

1,046,550

815,847

1,884,695

0

(＋26,934)

(＋26,934)1,013,607

0

0

491,053

491,053

(48.4%)

1,013,607

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

0

0

(▲ 0.2%)

(0)

0

0

0

H30年度決算

7,722,987

7,641,597

31,503

436,714

81,334 127,300

79,388

3,781,787

R1年度決算

7,694,253

7,566,953

34,192

440,642

52,335

3,747,092

▲ 56 0

0

　経常収益（a）は、剪定枝処理事業に係る剪定枝受入量減、事業系ごみ収集運搬事業に係るごみ収集
体積減等に起因し、前年比28百万円余減少した。一方、経常費用（b）も、事業系ごみ収集運搬事業に
係るごみ収集重量減等に起因し、74百万円余減少した。よって、当期経常増減額（f）は前年比45百万
円余増の127百万円余となり、結果、当期一般正味財産増減額（g）は、79百万円余の黒字となった。

　資産（h）は、当期一般正味財産増減額(g)が約80百万円と良好な決算だったこと等から、34百万円余
増加した。

　負債(l)は、前受金、未払消費税等、未払法人税等、退職給付引当金が88百円余増加したものの、未
払金が132百万円余減少したため、44百万円余減少した。

当期収入の増減、収支の状況、資産・負債の大幅な変動の要因等

区　分

区　分

0

 市貸付金残高

 市補助金・交付金・負担金

R1年度決算

0

1,040,541

1,040,541

1,040,541

0

0

502,309

0

0

0

0

0

2 （一財）札幌市環境事業公社



６　財務指標に基づく評価

剰余金(n-j)

自己資本比率(n÷g)

流動比率(h÷l)

固定比率(i÷n)

借入金依存度(o÷g)

職員一人当り経常収益

職員一人当り管理費

市依存度（収入）

市財政的関与割合(収入）

(注１)市収入＝市補助金・交付金＋市業務委託料（随意契約分）＋市指定管理費（非公募分）＋市施設利用料金収入（非公募分）

(注２)市収入＝市補助金・交付金＋市業務委託料＋市指定管理費＋市施設利用料金収入

７　「札幌市出資団体の在り方に関する基本方針」に基づく具体的な行動計画の進捗評価

　※1詳細については具体的な行動計画（別冊子）を参照

　※2指標の実績値は各年度末時点のもの

(1)出資・出捐

No.

目標
実績

目標

実績

(2)人的関与

No.

目標
実績
目標
実績
目標
実績

1人

2人

1人

20,000千円

実施

検討
調整

20,000千円

実施
（75％→
50％）

実施
（75％→
50％）

20,000千円

20,000千円

検討
調整

20,000千円

出資（出捐）の見直し検討

検討
調整

ここでは、具体的な行動計画(※1)で示した取組目標について、年度ごとの指標(※2)の達成状況とその評価を行う。

○出資の見直し検討

○市職員派遣の継続

評
価

　令和元年度は本市職員１名を派遣した。本市との密接な連絡調整及びプロパー職員の育成を図る必要性
から、今後も1名の派遣を継続する。
　令和元年度は本市職員１名が評議員に、２名が理事に就任した。今後も本市職員の役員等への就任を継
続することで、主要出資者としての経営責任を果たしていく。

①

② 市職員の評議員への就任数

　○取組目標
　指標名

1人

理
由

　健全性については、累積欠損の状態になく、剰余金は前年に引き続き増加、自己資本比率、流動比率、
固定比率は、いずれも評価基準を満たしていることから、「非常に高い」と評価した。
　生産性については、職員一人当たり管理費が微増しているものの、職員一人当たり経常収益は増加して
おり、概ね評価基準を満たしている。
　自立性については、市依存度及び市財政関与割合が前年度より微増しているものの、概ね評価基準を満
たしている。

⑶自立性
市収入(注1)÷経常収益

管理費等÷職員総数

人件費÷経常収益

健全性の評価 高い

管理費率(経常収益比)(c÷a) 0.4% 0.4% (＋0.0%)

13.1%

■ 非常に高い □

218.9% 248.5% (＋29.6%) 流動資産÷流動負債

77.3% 67.5% (▲9.7%)

13.5% (＋0.4%)

13.1% 13.5% (＋0.4%)

市収入(注2)÷経常収益

（金額単位：千円）

前年比較減

管理費等÷経常収益

経常収益÷職員総数

備　考

固定資産÷正味財産

1,844,695 1,924,083 (＋79,388)

項　目

前年比較減

前年比較増

R1年度 (前年比)

⑵生産性

100,299千円 102,590千円 (＋2,292千円)

409千円 456千円 (＋47千円)

5.7% (＋0.1%) 前年比較減

評価基準

0.0%

人件費率(経常収益比)(d÷a)

H30年度

前年比較増

≧50％

≧150%

≦100％

⑴健全性

0.0% (0.0%) 借入金残高÷資産

正味財産-基本財産

50.3% 51.9% (＋1.6%) 正味財産÷資産

5.7%

前年比較減

□□□ 概ね健全 やや低い 低い

前年比較減

前年比較減

計画策定時 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

1人
1人 1人

1人

1人
1人
1人1人

計画策定時 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

1人

20,000千円

　○取組目標
　指標名

1人

評
価

　市出捐金については、28年度に30,000千円から20,000千円に引き下げ、出資比率を50％とし、目標を達
成した。
　更なる出資比率の引き下げについては、今後の団体の財務状況等を十分に勘案した上で、団体と引き続
き協議しながら必要な検討を行う。

①

②

調整

1人1人
市派遣職員数

1人
1人

実施

20,000千円

20,000千円

検討
調整

実施

市出捐金
20,000千円

30,000千円

1人1人

③ 市職員の役員への就任数
2人 2人 2人 2人 2人

2人 2人 2人 2人

1人

3 （一財）札幌市環境事業公社



(3)団体の活用

No.

目標
実績
目標
実績

No.

目標
実績

No.

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

41,800件

40,937件 47,345件 53,624件 68,602件 79,484件

③

啓発活動の実施（児童作成のご
みの減量、リサイクル等の啓発
ポスターを収集車に掲載し、市
民等への啓発を進める）

2台 2台 2台 2台 2台

― 2台 2台 2台 2台

啓発資料の配布（児童向けび
ん・缶・ペットボトル選別に関
する資料等を配布し、啓発を進
める）

②

④

啓発活動の実施（ホームページ
の掲載情報の適切な更新と内容
の充実化を進め、アクセス件数
の増加を目指す）

41,000件 41,200件 41,400件 41,600件

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

市内全小　　　　　　　　　　学4年生

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

市内全小
学4年生

評
価

・平成28年度以降全ての取組みについて目標を達成しており、調査研究・普及啓発活動に継続的に取り組
んでいる。特に、ホームページアクセス数については、平成30年度から段階的に「WEBサポート機能」を
充実させたことにより大きく増加した。(H30.4収集実績ダウンロードサービス開始、H31.4請求金額のお
知らせダウンロードサービス開始、R01.10プリペイド袋収集申込開始）

⑤

環境関連イベントへの参加（環
境関連イベントへの参加による
市民等へのごみ減量、リサイク
ル等の普及啓発の実施）

継続参加 継続参加 継続参加 継続参加 継続参加

参加 継続参加 継続参加 継続参加 継続参加

①
調査研究の実施（リサイク
ル技術の調査研究等）

実施 実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施 実施

　○取組目標
計画策定時 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　指標名
○調査研究・普及啓発活動の継続的な取組み

　○取組目標
計画策定時 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　指標名
○事業系ごみ等の適正処理

①
事業系ごみ等の適正で効率
的な処理

継続 継続 継続 継続 継続
実施 実施

H30年度

中沼Ａ・駒岡Ａ中沼Ａ・駒岡Ａ

中沼Ａ・駒岡Ａ

4,210人

中沼Ａ・駒岡Ａ

中沼Ａ・駒岡Ａ

4,050人
3,418人

中沼Ａ・駒岡Ａ

中沼Ａ・駒岡Ａ

4,130人
2,709人

計画策定時 H28年度 H29年度

○団体の保有施設の活用による業務の安定的な実施

　○取組目標
　指標名

① ペットボトル品質評価ランク
中沼B・駒岡Ｂ

中沼Ａ・駒岡Ａ

R元年度 R２年度

中沼Ａ・駒岡Ｂ

②

評
価

資源選別センター見学者数
3,816人

・ペットボトルの品質評価について、平成30年度に引き続き令和元年度も中沼、駒岡ともにＡ判定であっ
た。
・見学者数について、令和元年度は目標よりも1,400人程度、平成30年度実績よりも700人程度少なかっ
た。特に、見学者全体の6割を占める小学校の見学が減少しており、減少の理由は不明であるが、今後も
イベントやホームページでの広報を充実させ、見学者増加に繋げていく必要がある。

3,890人
3,466人

3,970人
4,361人

実施 実施 実施

評
価

・札幌市内の事業所から排出される一般廃棄物及び固形燃料の原料となる紙ごみ、飼料、肥料の原料とな
る生ごみなどの資源化ごみ（以下、「事業系ごみ」という。)の一元的収集運搬により、適正処理とリサ
イクルの推進が図られている。
・小規模事業所用プリペイド袋収集の令和元年度の契約件数は23,280件と全収集契約件数（33,231件）の
70％を占めており、小規模事業所からの事業系ごみの適正処理の推進に努めている。
・事業系ごみの飛散防止、不適正排出について、本市の事業ごみ指導員やごみパト隊と連携して啓発・指
導を行うことで適正処理の推進に努めている。
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(4)更なる経営の安定化

No.

目標
実績

No.

目標

実績

(5)団体統制

No.

目標
実績
目標
実績

(6)札幌市の施策との連動

No.

目標
実績
目標
実績
目標
実績

No.

目標
実績

運用 運用 運用

評
価

・収集ルートの見直しや業種、事業規模を考慮した収集回数の基準等のガイドライン及び対応マニュアル
を策定し運用することで、排出量に見合った収集回数となるよう見直しを進めている。
・具体的には、プリペイド袋収集事業所で1回当たりの収集量が少ない事業所に対して、「電話注文によ
る収集」や「収集回数の見直し」などの変更折衝を行うことで効率化を進めており、継続的な運用が望ま
れる。

③ 障がいのある方の雇用人数
0（法定1） 1（法定1） 1（法定1） 1（法定1） 1（法定1）

1人 1人 1人 1人 1人

継続 継続 継続 継続

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度
　指標名

運用 運用 運用 運用

検討 策定

　○取組目標
計画策定時

○資源選別施設の計画的な施設保全の実施

○適正管理の継続

○知的障がい者の就労機会の確保等

H29年度 H30年度

H30年度H29年度 R元年度 R２年度

― 検討・策定

運用 運用

・令和元年度は長期整備計画に基づいて施設の保全を実施しており、次年度以降も継続して運用していく
ことが望まれる。

運用 運用 運用

○事業系ごみ収集運搬の効率化

収集回数の基準等のガイド
ライン及び対応マニュアル
の策定

運用

H28年度

運用

　○取組目標
　指標名

計画策定時 R元年度 R２年度

評
価

① 長期整備計画の策定、運用
検討・策定

　○取組目標
　指標名

① 外部監査の継続実施
継続

計画策定時 H28年度

①

実施 継続

H28年度

策定

継続 継続 継続

② 内部監査の継続実施
継続 継続 継続 継続 継続

実施 継続 継続 継続 継続

継続 継続
実施 継続 継続 継続 継続

評
価

・令和元年度も外部監査を継続実施したところ、指摘等はなく、適正管理が実施されていると評価でき
る。財務管理の適正化を維持するため、今後も監査法人による外部監査の継続が必要。
・令和元年度も内部監査を継続実施し、指摘等はなく、事務が適正に実施されていると評価できる。事務
の適正化を維持するため、今後も内部監査の継続が必要。

計画策定時 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

評
価

・令和元年度は知的障がい者福祉団体への委託業務発注、障がい者施設からの物品等発注件数は、目標を
達成した。
・今後も、委託業務及び物品等の発注機会の確保が望まれる。
・平成29年2月より障がいのある方を雇用し法定雇用率を満たしており、今後も継続的な雇用確保と労働
環境への配慮が必要。

　○取組目標
　指標名

②
障がい者施設からの物品等
発注件数（金額）

2（15,000円） 3（30,000円） 4（50,000円） 4（50,000円） 4（50,000円）

0（0円） 2（63,288円） 3（43,416円） 9（136,458円） 6（291,634円）

①
知的障がい者福祉団体への
委託業務発注

継続 継続 継続

　○取組目標
計画策定時 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　指標名
○家庭系一時多量ごみの収集体制の再構築

評
価

・引越し等に伴い家庭から排出される一時多量ごみについて、専用車による収集体制とした上で、必要に
応じて増車するなど、市民ニーズに対応した迅速かつ柔軟な収集体制を構築して運用している。

① 収集体制の構築
方針決定・9月導入 運用 運用 運用 運用

調査・検討 実施 運用 運用 運用
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ホームページ公開情報
ホームページアドレス

Eメールアドレス

【経営状況等】

■ 定款 ■ 役員名簿 ■ 団体機構図 ■ 事業計画書 ■ 予算書
■ 事業報告書 ■ 決算書 □ 中長期的な経営計画

【事業情報等】
□ 実施事業（イベント）情報 □ 管理施設情報
■ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホームページ以外の情報媒体

※特記ない限り、本評価シートの情報は令和２年7月1日現在のものです。

なし広報誌・冊子の発行：

swmrf@kankyou-sapporo.jp

https://www.kankyou-sapporo.jp

ごみの適切な排出方法、ごみの収集日の変更、採用情報、入札情報など)

８　情報公開等の状況
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１．事業概要

　　ⅱ粉砕機ハンマーに関する調査研究

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

(1)調査研究事業
　①剪定枝等処理事業に関する調査研究

　　ⅰ剪定枝チップの有効活用方法に関する調査研究

　受入量の変動や需要先の増減等による影響を低減し円滑に事業運営
を行うため、下記の研究を実施した。

(2)普及啓発活動
　①広報活動（事業概要の発行・配布、キッズパンフレットの提供他）
  ②各種イベントへの参加・協賛等
　　　（環境広場さっぽろ2019、さっぽろこども環境コンテスト等への協

0
0

R1年度目標

⑴事業内容

⑵事業目的

調査研究事業：廃棄物の「減量」「資源化」「事業の効率化」を推進するため、資源の有効活
用及び再利用の研究を進めることを目的とする。
普及啓発活動：廃棄物の減量リサイクルの重要性を、市民・顧客に広くＰＲすることを目的と
する。

⑶事業開始

17,000枚
1回

R2年度目標

17,000枚
➌
➍

「啓発ポスター」の応募参加者数

➎

0
46,038
45,830

208

100人

16,795枚➋ 「キッズパンフレット」の小学生への配布数
➊

※リサイクル情報誌の発行は令和元年度から中止した。

16,721枚

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

▲ 46,038
0.00%

1回

平成２年(1990年）

H30年度実績
2回イベントへの参加

0
0
0
0

55,935
55,704

231
▲ 55,935

0.00%

1回

項目

0.0

⑵活動指標

自主事業収入（補助金除く）

H30年度
0

41800件
100人

➏

ホームページアクセス件数 79,484件
145人

R1年度目標
41600件

⑶成果指標

➎

➊
➋
➌
➍

H30年度実績
68602件
123人

⑵
収
支
状
況

　当該事業は、事業内容が「調査研究」及び「普及啓発」であることから直接的な事業収入は発生せず
事業収益は赤字であるが、事業目的に対する事業効果は十分出ていること、公社全体の収支状況が概ね
良好であることを踏まえると、事業規模は適切であり良好と評価できる。

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

➏

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □ 要改善

十分出ている 高める余地あり 出ていない■事業目的に対して事業の効果は □

　調査研究事業では、「資源の有効活用及び再利用の研究」として剪定枝処理事業に関する調査研究に
取り組み、事業目的である廃棄物の「減量」「資源化」「事業の効率化」を推進しているほか、普及啓
発活動では、イベントへの参加や協賛等を通じ、廃棄物の減量リサイクルの重要性を市民・顧客に広く
ＰＲしており、事業効果は十分に出ていると評価できる。
　特に、平成30年度から段階的に「WEBサポート機能」を充実させたことでホームページのアクセス数
が大きく増加していることは評価できる。

□

R2年度目標R1年度実績

0.0

0
0

R1年度
0

0
0

R1年度実績

0

（前年比）
(0)

(0)
(0)
(0)
(0)
(0)
(0)

(▲ 9,897)
(▲ 9,874)

(▲ 23)
(＋9,897)

(0)

事業評価 （ 1 ） 調査啓発事業（自主事業）

事業所管課： 環境局環境事業部総務課 担当： 松永 電話： 011-211-2906
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１．事業概要

２．実施結果

収入（家庭系資源物受託料）
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）（事業系費用を含む）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

事業評価 （ 2 ） びん・缶・ペットボトル選別事業

事業所管課： 環境局環境事業部循環型社会推進課 担当： 中塚 電話： 011-211-2928

⑴事業内容

　本市がごみステーションで混合収集する家庭系資源物（びん・缶・ペッ
トボトル）、及び公社が収集する事業系資源物を、品目ごとに分類、異物
除去等の選別を実施し、圧縮・梱包等して一時保管したのち、指定法人や
リサイクル事業者への売却・引渡しを実施する。
　家庭系資源物については、容器包装リサイクル法に基づき本市が実施す
る容器包装廃棄物の分別・圧縮・梱包・保管業務に係る受託事業として、
事業系資源物については、公社の自主事業として実施している。 市委託料(随意契約) 853,470

853,470 (＋16,470)
10.8 11.1

0 0 (0)

⑵事業目的 家庭系及び事業系廃棄物の減量、適正処理、及び資源の有効利用の確保を図るため。

⑶事業開始 平成10年(1998年）10月1日

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
837,000

自主事業収入（補助金除く） 0 0 (0)

837,000 853,470 (＋16,470)
0 0 (0)

0 0 (0)
897,387 880,535 (▲ 16,852)

0 0 (0)

▲ 60,387 ▲ 27,065 (＋33,322)
93.27% 96.93% (＋3.66%)

893,687 876,556 (▲ 17,131)
3,700 3,979 (＋279)

36,093t
➋ 選別処理率 100% 100% 100% 100%

⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 選別処理量 35,232t 35,340t 35,289t

➍
➌

➏
➎

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標

➊ ペットボトル品質調査結果
中沼：Ａ 中沼：Ａ 中沼：Ａ

➌

中沼：Ａ
駒岡：Ａ 駒岡：Ａ 駒岡：Ａ 駒岡：Ａ

➋
※上記評価はＡ・Ｂ・Ｄの3ランクで評価され、Ａの場合は引取りを継続、Ｂの場合は品質向上の要請があるが引
取りを継続、Ｄの場合は当面の引取りは継続するが、改善計画書の提出及び実施を求められることがある。

➎
➍

要改善

　施設の経年劣化により、設備・機械等の点検・修繕の費用が増加することが見込まれるため、可能な
限り事業費の縮減を進める必要がある。

□ 出ていない

　搬入物の選別処理率は100％を維持しており、また、 ペットボトル品質評価は両施設ともにＡランク
であり、指定法人やリサイクル事業者への円滑な引き渡しが行われていることから、適切な業務遂行の
もと、廃棄物の適正処理及び資源の有効活用に対し、一定の成果を上げることができていると認められ
るが、より一層の合理的かつ効率的な再資源化のため、更なる品質の向上を目指す必要がある。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり
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１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

要改善

　適切な人員管理と経験の蓄積により効率的に業務を遂行した。

□ 出ていない

　施設においては、火災発生により運転停止が１回発生したが、前年度と同様、事業系の木くず、紙く
ず等を単に焼却することなく、バイオマス燃料としてリサイクルするため、安定的な施設管理を行い、
清掃工場の負荷軽減に貢献した。
　また、この燃料の利用により化石燃料の使用量が抑制され、二酸化炭素排出量の削減が図られた。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり

➏
➎
➍
➌

13,780
➋ 二酸化炭素削減量（t／年） 15,245 16,000 14,844 15,000

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 固形燃料生産量（t／年） 13,792 14,480 13,984

➏
➎
➍
➌

0回
➋ 機器停止等による資源化工場運転停止 2回 0回 1回 0回

⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 機器故障等による資源化ごみの受け入れ停止 0回 0回 0回

6,657 7,958 (＋1,301)
109.36% 110.85% (＋1.49%)

70,810 73,024 (＋2,214)
293 332 (＋39)

(＋3,554)
0 0 (0)

0 0 (0)
71,103 73,356 (＋2,253)

0 0 (0)

81,314 (＋3,554)
1.0 1.1

0 0 (0)

⑵事業目的
　ごみ資源化工場等を適正に管理し、紙くずや木くずなどの事業系ごみを固形燃料化するリサ
イクルを推進する。

⑶事業開始 平成2年(1990年）

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
77,760

自主事業収入（補助金除く） 0 0 (0)

77,760 81,314

⑴事業内容

　札幌市ごみ資源化工場（燃料工場）は、紙くず・木くず・廃プラスチッ
ク（塩ビを除く軟質プラスチック）等の資源化ごみを原料とし、固形燃料
（ＲＤＦ）として再生する施設であり、当団体は、この施設等を適正に運
営するため、総括的な施設管理を実施している。

市委託料(随意契約) 81,314

事業評価 （ 3 ） ごみ資源化工場ほか施設管理事業（受託事業）

事業所管課： 環境局環境事業部施設管理課 担当： 伊藤 電話： 011-211-2922
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１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

要改善

　適切な人員配置の検討や事務的経費の削減等により、収支状況の改善に努める必要がある。

□ 出ていない

　年間50万件前後に及ぶ大型ごみ収集センターの受信内容には、大型ごみの新規申し込みや申込内容の
変更・キャンセルなどの他、収集時のトラブルや苦情や清掃事業全般に係る問い合わせ等が広く寄せら
れる。
　このような状況で、電話受付業務受託者が限られた回線で効率的かつ迅速に受付業務を遂行すること
が出来るよう、例外的又は回答困難な問い合わせ・クレーム等があった場合は、管理運営業務受託者が
速やかに引継ぎ対応しており、大型ごみ収集に係る一連の作業の円滑な遂行について、十分な効果が出
ているものと認められる。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり

➏
➎
➍
➌

85％以上
➋

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 大型ごみ収集センター受付応答率（受付数/入電数） 75.0％ 85％以上 85.5%

➏
➎
➍
➌
➋
➊ 苦情等処理件数 3,059 目標値なし 2,561 目標値なし

79.03% 76.93% (▲ 2.10%)
⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標

107 122 (＋15)
▲ 5,422 ▲ 6,219 (▲ 797)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
20,439 20,737 (＋298)

25,861 26,956 (＋1,095)
25,754 26,834 (＋1,080)

自主事業収入（補助金除く） 0 0 (0)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

0 0 (0)
20,439 20,737 (＋298)

0.3 0.3

⑵事業目的
市・電話受付業務受託者・収集業務受託者と連絡・調整を図り、大型ごみの受付から収集までの
一連の作業を円滑に迅速に行うことを目的としている。

⑶事業開始 平成11年(1999年）

・大型ごみ収集に係る集計、統計資料作成
・受付システム登録情報の管理業務

する総合的な調整及び苦情・問い合わせ等の対応を担っている。

・収集業務受託者の業務管理、指導及び本市等関係機関との連絡調整
・市民からの苦情、問い合わせ対応

　本事業の契約業務内容は以下のとおり 市委託料(随意契約) 20,737
・市と電話受付業務受託者との連絡・調整業務

　大型ごみ収集センター管理運営事業は、受付から収集までの一連の作業が
円滑に行われるよう管理することを目的としており、電話受付業務受託者、

⑴事業内容

【概要】
　大型ごみ収集は、年間50万件前後の申込みを電話受付業務受託者が電話で
受付、年間80万個前後の大型ごみを収集業務受託者が個別に収集している。

【業務内容】

収集業務受託者の他、業務課及び各清掃事務所間における大型ごみ収集に関

事業評価 （ 4 ） 大型ごみ収集センター管理運営事業（受託事業）

事業所管課： 環境局環境事業部業務課 担当： 南 電話： 011-211-2916

10 （一財）札幌市環境事業公社



１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

要改善

　顧客の排出量に合わせて伝票収集とプリペイド袋による収集を実施するなど、継続的に効率的な収集
運搬を行っており、現時点での収支状況は良好である。しかしながら、多様な排出ニーズに今後も対応
していくなかで、将来的に支出が増加し、収支状況に影響が出ることも思慮される。

□ 出ていない

　市内全域の事業所から出る一般廃棄物を一元的に収集・運搬することで、分別収集が徹底されてい
る。
　また、専用プリペイド袋による収集は、少量排出事業所に対するきめ細やかな対応を可能とし、事業
系一般廃棄物の適正排出を確保している。
　古紙等の資源回収が進んだことにより、リサイクル率は減少傾向であるものの、収集量（重量ベー
ス・体積ベースとも）は、ほぼ横ばい状態が続いている。今後とも、多分別収集体制を継続させること
で、一定のリサイクル率を確保し、廃棄物のリサイクルを通じた資源の有効活用に努める必要がある。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり

➏
➎
➍
➌

19.8%
➋

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 事業系ごみのリサイクル率 18.9% 19.8% 18.9%

➏
➎
➍
➌
➋ 収集量（体積） 1,060,477㎥ 1,050,650㎥ 1,045,842㎥ 1,054,210㎥
➊ 収集量（重量） 174,222t 172,030t 169,963t 172,070t

103.05% 103.57% (＋0.52%)
⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標

26,370 28,590 (＋2,220)
194,928 225,944 (＋31,016)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
6,591,471 6,553,165 (▲ 38,306)

6,396,543 6,327,221 (▲ 69,322)
6,370,173 6,298,631 (▲ 71,542)

自主事業収入（補助金除く） 6,591,471 6,553,165 (▲ 38,306)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

85.3 85.2

⑵事業目的
　札幌市内の事業所から排出される一般廃棄物及び再生可能品（びん・缶・ペットボトル）の
適正な収集運搬を行い、併せて分別リサイクルを推進するとともに、家庭から排出される引越
し時等一時多量ごみの収集運搬など市の収集体制を補完する。

⑶事業開始 平成６年(1994年）４月１日

⑴事業内容

①事業系ごみ、②家庭系の一時的多量ごみ、③家庭系廃棄パソコン の収集運搬
　・市内全域約33,000事業所のごみを、許可を受けた収集車両で収集している。
　・「資源化ごみ(紙くずなど)」「びん･缶･ペットボトル」「生ごみ」「剪定枝」
　　の分別収集を実施
　・１日排出量40リットル以下の少量排出事業所（約23,000）は、専用のプリペイ
　　ド袋で収集
　・すすきの早朝収集の実施(カラス等被害の防止)
　・収集車両は約200台が許可登録されている。

事業評価 （ 5 ） 事業系ごみ収集運搬事業（自主事業）

事業所管課： 環境局環境事業部事業廃棄物課 担当： 伊藤 電話： 011-211-2927
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１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

要改善

　収支については公益目的支出であり、支出計画どおりに進んでいる。

□ 出ていない

　排出者のリサイクル意識の向上により分別収集が進んできたことから、不燃用プリペイド袋による排
出自体が減少傾向であるほか、不燃用プリペイド袋に混入して排出される資源物（びん・缶・ペットボ
トル・金属・軟質プラスチック等）も減少傾向であるが、作業選別の効率化等の業務改善により、結果
として不燃用プリペイド袋から選別される資源物の割合は目標を上回っている。
　不燃物に混入されている、びん・缶・ペットボトル、金属類、軟質プラスチック等を手選別し、再生
品としてリサイクルしたり、固形燃料の原料としてリサイクルすることで、事業系ごみの減量が図られ
るだけでなく、資源の有効利用や埋立地の延命化に貢献している。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり

➏
➎
➍
➌

30.0%
➋

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 総搬出量に対する資源物搬出量の割合 32.5% 30.0% 32.5%

➏
➎
➍
➌
➋
➊ 処理量 2,242ｔ 2,230ｔ 2,204ｔ 2,210ｔ

4.50% 2.92% (▲ 1.57%)
⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標

237 272 (＋35)
▲ 55,008 ▲ 58,445 (▲ 3,437)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
2,590 1,761 (▲ 829)

57,598 60,206 (＋2,608)
57,361 59,934 (＋2,573)

自主事業収入（補助金除く） 2,590 1,761 (▲ 829)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

0.0 0.0

⑵事業目的
　札幌市のごみ埋立地の延命化、資源の有効利用促進を図るため、可能な限り市内排出事業者
から収集する事業系一般廃棄物の選別・再資源化に努める。

⑶事業開始 平成21年(2009年）４月１日

　事業所用不燃用プリペイド袋から「びん・缶・ペットボトル」等の資源
物を手選別しリサイクルを推進する業務を実施している。

⑴事業内容

事業評価 （ 6 ） 不燃用プリペイド袋リサイクル事業（自主事業）

事業所管課： 環境局環境事業部事業廃棄物課 担当： 伊藤 電話： 011-211-2927
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１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

要改善

　委託料に対し適切な人員管理と経験の蓄積により効率的に業務を遂行した。

□ 出ていない

　２施設とも稼働停止・受入停止を伴うような機器の故障はなく、適正な保守管理を行った。プラス
チック選別センターにおいては、近年、モバイルバッテリー等の電子機器の混入が原因と思われる火災
が発生しており、稼働を停止せざるを得ない状況が１回ほどあった。このような事態を受け、次年度以
降の消防機能の強化に向けた調整を関係者間で行い改善していく予定である。
　受入量には大きな増減はなく、計画どおりにリサイクルするなど、適正な処理により選別後の良好な
品質を維持することができている。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり

➏
➎ RDF原料率（％） 18 16 19 16
➍ 製紙原料率（％） 81 84 78 84
➌ 雑がみの受入量（ｔ） 10,873 10,135 10,561 11,180

30,500
➋ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾍﾞｰﾙの品質評価ﾗﾝｸ Ａ Ａ Ａ Ａ

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの受入量（ｔ） 29,685 29,900 29,992

➏
➎
➍ 機器故障等による雑がみ選別施設の稼働停止 １回 0回 0回 0回
➌ 機器故障等による雑がみの受入停止 １回 0回 0回 0回

0回
➋ 機器故障等によるﾌﾟﾗｽﾁｯｸ選別施設の稼働停止 ３回 0回 1回 0回

⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 機器故障等による容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの受入停止 ３回 0回 1回

6,488 2,958 (▲ 3,530)
113.12% 105.02% (▲ 8.10%)

49,252 58,688 (＋9,436)
204 266 (＋62)

(＋5,968)
0 0 (0)

0 0 (0)
49,456 58,954 (＋9,498)

0 0 (0)

61,912 (＋5,968)
0.7 0.8

0 0 (0)

⑵事業目的
　市の中沼プラスチック選別センター及び中沼雑がみ選別センターを適正に管理し、市が分別
収集した資源のリサイクルを推進する。

⑶事業開始 平成12年(2000年）7月（プラスチック）、平成21（2009）年7月（雑がみ）

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
55,944

自主事業収入（補助金除く） 0 0 (0)

55,944 61,912

⑴事業内容

　中沼プラスチック選別センターは、容器包装リサイクル法に基づき一般
家庭から排出されたプラスチックごみから、国が定める分別基準に適合す
るよう不適物を取り除く施設（市施設）である。選別後の資源は、指定法
人に引き渡され、再商品化事業者によりリサイクルされる。
　中沼雑がみ選別センターは、「スリムシティさっぽろ計画」に基づき、
一般家庭から排出された雑がみから、製紙原料に適合するよう不適物を取
り除く施設（市施設）である。選別後の資源は、製紙原料として製紙会社
等に売却している。また、取除いた不適物は、固形燃料の原料として資源
化している。
　上記２施設は隣接しており、類似の業務であることから、施設を適正に
運営するため、当団体が総括的な施設管理を実施している。

市委託料(随意契約) 61,912

事業評価 （ 7 ） 中沼プラスチック・雑がみ選別センター施設管理事業（受託業務）

事業所管課： 環境局環境事業部施設管理課 担当： 伊藤 電話： 011-211-2922
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１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

要改善

　現時点では継続して利益が計上できている。しかしながら、安定的に事業運営を行うためには、受入
量を一定的に確保し、チップ供給の安定化を図り、より一層のチップの販路開拓に努める必要がある。

□ 出ていない

　剪定枝や伐採木などの生木を破砕・チップ化し、堆肥製造業者などに出荷することで、事業系一般廃
棄物の減量が促進されるだけでなく、木質資源の有効活用や埋立地の延命化に貢献している。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり

➏
➎
➍
➌

100%
➋

⑶成果指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標
➊ 処理において資源化できた割合 100% 100% 100%

➏
➎
➍
➌
➋
➊ 処理量 9,425ｔ 7,500ｔ 7,914ｔ 7,500ｔ

169.90% 134.81% (▲ 35.10%)
⑵活動指標 H30年度実績 R1年度目標 R1年度実績 R2年度目標

278 326 (＋48)
47,158 25,121 (▲ 22,037)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 H30年度 R1年度 （前年比）
114,621 97,294 (▲ 17,327)

67,463 72,173 (＋4,710)
67,185 71,847 (＋4,662)

自主事業収入（補助金除く） 114,621 97,294 (▲ 17,327)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

0 0 (0)
0 0 (0)

1.5 1.3

⑵事業目的 　剪定枝などの生木を破砕し、チップ化することにより、資源の有効活用に寄与する。

⑶事業開始 平成20年(2008年）10月１日

　剪定枝等リサイクル施設（篠路資源化工場内）において、剪定枝などの
生木をチップ化して、堆肥の材料、燃料用チップなどへのリサイクル事業
を実施。

⑴事業内容

事業評価 （ 8 ） 剪定枝等処理事業（自主事業）

事業所管課： 環境局環境事業部事業廃棄物課 担当： 伊藤 電話： 011-211-2927

14 （一財）札幌市環境事業公社



（単位：円）

当 年 度 (a) 前 年 度 (b) 増　減　(a)-(b)

　 1,714,919,821 1,493,676,495 221,243,326 

　 14,522,377 25,294,651 △ 10,772,274 

427,560 631,152 △ 203,592 

　 729,527,160 775,661,448 △ 46,134,288 

411,880 4,000 407,880 

　 △ 3,947,789 △ 4,222,861 275,072 

　 2,455,861,009 2,291,044,885 164,816,124 

１．基　本　財　産

40,000,000 40,000,000 0 

40,000,000 40,000,000 0 

２．特  定  資  産

83,051,290 71,962,600 11,088,690 

0 46,747,000 △ 46,747,000 

83,051,290 118,709,600 △ 35,658,310 

３．その他固定資産

956,424,696 1,038,913,918 △ 82,489,222 

54,507,889 62,942,939 △ 8,435,050 

18,681,944 20,912,952 △ 2,231,008 

99,709,935 109,592,185 △ 9,882,250 

440,002 2 440,000 

2,411,111 1,502,045 909,066 

44,480,533 54,552,571 △ 10,072,038 

2,475,000 7,754,400 △ 5,279,400 

1,198,800 599,832 598,968 

22,544,799 566,315 21,978,484 

1,202,874,709 1,297,337,159 △ 94,462,450 

1,325,925,999 1,456,046,759 △ 130,120,760 

3,781,787,008 3,747,091,644 34,695,364 

729,792,655 862,763,894 △ 132,971,239 

127,296,312 104,658,900 22,637,412 

1,545,609 5,165,931 △ 3,620,322 

36,602,100 1,496,800 35,105,300 

62,270,200 43,063,100 19,207,100 

828,885 1,027,878 △ 198,993 

30,064,785 28,373,172 1,691,613 

988,400,546 1,046,549,675 △ 58,149,129 

2,016,217 2,845,102 △ 828,885 

83,051,290 71,962,600 11,088,690 

744,236,426 741,039,804 3,196,622 

829,303,933 815,847,506 13,456,427 

1,817,704,479 1,862,397,181 △ 44,692,702 

30,000,000 30,000,000 0 

30,000,000 30,000,000 0 

(30,000,000) (30,000,000) (0)
(0) (0) (0)

1,934,082,529 1,854,694,463 79,388,066 

(10,000,000) (10,000,000) (0)

(0) (46,747,000) (△ 46,747,000)

1,964,082,529 1,884,694,463 79,388,066 

3,781,787,008 3,747,091,644 34,695,364 

 貸   借   対   照   表
　　　　　　　　　　　

令和2年3月31日現在

科　　　　　　　　　　　　目

 【資　　産　　の　　部】

Ⅰ．流　動　資　産

現 金 預 金

貯 蔵 品

前 払 費 用

未 収 入 金

特 定 資 産 合 計

預 け 金

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

Ⅱ．固　定　資　産

基 本 財 産 引 当 預 金

基 本 財 産 合 計

退 職 給 付 引 当 預 金

減 価 償 却 引 当 預 金

固 定 資 産 合 計

建 物

建 物 附 属 設 備

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 固 定 資 産 合 計

賞 与 引 当 金

資 産 合 計

 【負　　債　　の　　部】

Ⅰ．流　動　負　債

未 払 金

前 受 金

預 り 金

未 払 消 費 税 等

未 払 法 人 税 等

一 年 以 内 リ ー ス 債 務

寄 附 金

流 動 負 債 合 計

Ⅱ．固　定　負　債

リ ー ス 債 務

退 職 給 付 引 当 金

資 産 除 去 債 務

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

 【正　味　財　産　の　部】

Ⅰ．指　定　正　味　財　産

正 味 財 産 合 計

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

指 定 正 味 財 産 合 計

（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ）
（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ）

Ⅱ．一　般　正　味　財　産

（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ）

（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ）



一般財団法人札幌市環境事業公社 （単位：円）

当 年 度 (a) 前 年 度 (b) 増　減(a)-(b)

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

（１）経常収益

①基本財産運用益 0 0 0

基本財産受取利息 0 0 0

②特定資産運用益 0 63,000 △ 63,000

特定資産受取利息 0 63,000 △ 63,000

③事業収益 7,692,760,750 7,722,288,867 △ 29,528,117

1,761,408 2,589,863 △ 828,455

97,293,628 114,620,505 △ 17,326,877

853,470,000 837,000,000 16,470,000

166,334,000 156,168,000 10,166,000

81,314,000 77,760,000 3,554,000

37,146,000 34,116,000 3,030,000

24,766,000 21,828,000 2,938,000

23,108,000 22,464,000 644,000

20,737,250 20,439,000 298,250

6,553,164,464 6,591,471,499 △ 38,307,035

収集運搬事業収益 6,530,038,931 6,554,216,115 △ 24,177,184

分別収集有価物売却収益 23,125,533 37,255,384 △ 14,129,851

④雑収益 1,491,849 635,711 856,138

雑収益 1,491,849 635,711 856,138
　

7,694,252,599 7,722,987,578 △ 28,734,979

（２）経常費用

①事業費 7,532,760,635 7,610,094,061 △ 77,333,426

3,279,419 3,351,003 △ 71,584

313,006,692 316,897,212 △ 3,890,520

18,312,985 20,131,553 △ 1,818,568

10,815,074 2,633,573 8,181,501

29,494,345 27,881,029 1,613,316

57,311,716 57,872,917 △ 561,201

11,701,068 11,298,196 402,872

45,658,065 37,914,418 7,743,647

3,204,362,948 3,280,461,206 △ 76,098,258

53,225,377 52,230,813 994,564

21,874,533 12,806,712 9,067,821

20,042,397 6,064,642 13,977,755

2,405,780 2,365,620 40,160

31,161,417 28,521,654 2,639,763

693,700 1,397,409 △ 703,709

14,169,211 15,080,540 △ 911,329

39,746,079 40,621,516 △ 875,437

16,706,175 17,988,464 △ 1,282,289

107,308,269 104,622,306 2,685,963
51,660 170,460 △ 118,800

680,667,248 704,396,278 △ 23,729,030

2,571,598,387 2,600,708,036 △ 29,109,649

597,100 762,300 △ 165,200

17,574,154 21,065,902 △ 3,491,748

311,600 309,200 2,400

31,671,046 30,647,138 1,023,908

1,204,580 1,511,740 △ 307,160

754,762 852,892 △ 98,130

４　施設管理受託事業収益

正 味 財 産 増 減 計 算 書

科　　　　　　　　　　　目

１　不燃用プリペイド袋リサイクル事業収益

２　剪定枝等処理事業収益

３　びん・缶・ペットボトル選別事業収益

賞 与 引 当 金 繰 入額

ごみ資源化工場施設管理事業収益

中沼プラスチック選別センター施設管理事業収益

中沼雑がみ選別センター施設管理事業収益

札幌市リサイクル団地管理事業収益

５　大型ごみ収集センター管理運営事業収益

６　事業系ごみ収集運搬事業収益

経 常 収 益 計

役 員 報 酬

給 料 手 当

臨 時 雇 賃 金

退 職 給 付 費 用

光 熱 水 料 費

法 定 福 利 費

福 利 厚 生 費

消 耗 品 費

処 分 料

プリペイド袋製作費

機 械 部 品 費

消 耗 什 器 備 品費

保 険 料

修 繕 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

雑 費

燃 料 費

支 払 手 数 料
会 議 費
委 託 費

代 行 料

広 告 宣 伝 費

印 刷 製 本 費

諸 謝 金

賃 借 料

負 担 金

自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月31日



93,888,440 70,661,250 23,227,190

3,272,692 3,286,939 △ 14,247

337,352 8,220 329,132

444,853 404,320 40,533

129,111,511 135,168,603 △ 6,057,092

②管理費 34,191,968 31,503,322 2,688,646

7,063,759 7,101,122 △ 37,363

5,558,202 4,894,206 663,996

234,869 190,163 44,706

273,616 65,317 208,299

570,440 492,143 78,297

2,521,059 2,365,254 155,805

365,614 284,710 80,904

346,139 446,476 △ 100,337

1,885,199 80,436 1,804,763

0 32,184 △ 32,184

176,660 226,918 △ 50,258

858,378 864,981 △ 6,603

439,566 456,900 △ 17,334

450,636 452,032 △ 1,396

339,528 376,262 △ 36,734

4,333,725 4,641,798 △ 308,073

166,969 158,500 8,469

516,659 515,961 698

2,679,799 2,657,778 22,021

4,722,434 4,649,660 72,774

176,006 200,240 △ 24,234

20,673 32,597 △ 11,924

42,430 21,995 20,435

6,484 6,452 32

443,124 289,237 153,887

7,566,952,603 7,641,597,383 △ 74,644,780

評価損益等調整前当期経常増減額 127,299,996 81,390,195 45,909,801

0 △ 56,400 56,400

0 △ 56,400 56,400

127,299,996 81,333,795 45,966,201

　２．経常外増減の部

（１）経常外収益

0 0 0

（２）経常外費用
7,620,214 0 7,620,214
7,620,214 0 7,620,214

当期経常外増減額 △ 7,620,214 0 △ 7,620,214

税引前当期一般正味財産増減額 119,679,782 81,333,795 38,345,987

法人税、住民税及び事業税 62,270,200 43,072,288 19,197,912

法人税等調整額 △ 21,978,484 △ 14,073,615 △ 7,904,869

当期一般正味財産増減額 79,388,066 52,335,122 27,052,944

一般正味財産期首残高 1,854,694,463 1,802,359,341 52,335,122

一般正味財産期末残高 1,934,082,529 1,854,694,463 79,388,066

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 30,000,000 30,000,000 0

指定正味財産期末残高 30,000,000 30,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1,964,082,529 1,884,694,463 79,388,066

賞 与 引 当 金 繰 入額

公 租 公 課 費

支 払 利 息

貸 倒 損 失

貸 倒 引 当 金 繰入

減 価 償 却 費

役 員 報 酬

給 料 手 当

臨 時 雇 賃 金

退 職 給 付 費 用

光 熱 水 料 費

法 定 福 利 費

福 利 厚 生 費

消 耗 品 費

消 耗 什 器 備 品費

修 繕 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

雑 費

支 払 手 数 料

会 議 費

委 託 費

交 際 費

印 刷 製 本 費

諸 謝 金

賃 借 料

負 担 金

評 価 損 益 等 計

公 租 公 課 費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

経 常 費 用 計

特 定 資 産 評 価 損 益

当 期 経 常 増 減 額

経 常 外 収 益 計

 固定資産除却損
経 常 外 費 用 計


